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臨床研究「不整脈診療における診療看護師（NP）によるタスクシフトの有用性」について
災害医療センター循環器内科では、標題の臨床研究を実施しております。
本研究の概要は以下のとおりです。
1 　研究の目的
診療看護師（NP）による医師業務のタスクシフトは、医師の負担軽減や院内で働いている多くの職種との連携を強化することを可能とすることが言われています。しかし、循環器内科における不整脈診療に従事する診療看護師（NP）は全国的にも少なく、その役割は明らかになっていません。そこで本研究では、当院において不整脈診療において活動している診療看護師（NP）の役割を明らかにし、診療看護師（NP）による医師業務のタスクシフトの有用性を明らかにするための調査です。
2 　研究対象者
診療看護師（NP）が当院の不整脈診療において従事を始めた、2016年4月1日から2022年7月31日までの期間に、カテーテルアブレーション、心臓デバイス植込み術、左心耳閉鎖術を施行された患者さんを対象とさせていただきます。
3 　研究期間：2022年4月1日～2023年3月31日までの間、診療録データを参照させていただき
ます。
4 　研究の方法
通常の診療記録から得られる情報を登録し、解析させていただきます。通常の検査・治療以外には特別なことはありません。
5 　情報の項目
１．手術内容
２．手術時間
6 　情報の第三者への提供について
研究で得られた情報は匿名化を行い、研究担当者が研究のデータとして使用いたします。第三者への提供はいたしません。
7 　カルテ等の調査について
患者さんの人権が守られながら適切に研究が実施されているかを確認するために、本研究の関係者（当院の関係者や研究代表責任医師が指名した者など）があなたのカルテなどの医療記録を見ることがあります。しかし、それらの者には守秘義務が課せられており、あなたの個人情報が明らかになることはありません。
8 　研究成果の公表手段
　　　研究の成果は、学会や科学専門誌などで発表・報告する場合があります。患者さん個人を特定する情報は含まず、個人情報は守られます。
9 　本研究における利益相反について
臨床研究における利益相反とは「主に経済的な利益関係により、公平、公正、中立的な立場での判断が損なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事態のこと」を指します。本研究において、開示すべき利益相反はございません。
10 　情報の管理について責任を有する者
災害医療センター　循環器内科　診療看護師　副看護師長　長澤領
11 　研究実施医療機関名および研究責任者名
災害医療センター　循環器内科　
研究責任者：長澤領
12 　本研究への参加を希望されない場合
患者さんやご家族が本研究への参加を希望されず、情報の利用又は提供の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。
13 　問い合わせ連絡先
災害医療センター：〒190-0014　　東京都立川市緑町3256番地
所属・担当者名：循環器内科  診療看護師　長澤領
電話番号：042-526-5511【受付時間】平日（月～金曜）9：00-17：00
